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(57)【要約】
　超音波映像のフレームを得るための送信信号を形成す
る送信信号形成部と、送信信号形成部の送信信号を超音
波信号に変換して対象体に送信し、対象体から反射され
るアナログ超音波データを獲得する超音波プローブと、
獲得されたアナログ超音波データに対して時間利得補償
、明るさ及び明暗調節された超音波データを各超音波ベ
クトル別に隣接配置して２次元配列超音波データで処理
する２次元配列処理部と、各超音波ベクトル別に隣接し
て配された２次元配列超音波データを圧縮する圧縮部と
、圧縮された２次元配列超音波データを超音波診断分析
装置に無線伝送する無線通信部と、を含むモバイル超音
波診断プローブ装置が提供される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波映像のフレームを得るための送信信号を形成する送信信号形成部と、
　前記送信信号形成部の送信信号を超音波信号に変換して対象体に送信し、対象体から反
射されるアナログ超音波データを獲得する超音波プローブと、
　前記獲得されたアナログ超音波データに対して時間利得補償、明るさ及び明暗調節され
た超音波データを各超音波ベクトル別に隣接配置して２次元配列超音波データで処理する
２次元配列処理部と、
　前記各超音波ベクトル別に隣接して配された２次元配列超音波データを圧縮する圧縮部
と、
　圧縮された２次元配列超音波データを超音波診断分析装置に無線伝送する無線通信部と
、
　を含むモバイル超音波診断プローブ装置。
【請求項２】
　前記２次元配列処理部は、直列ストリームの受信超音波ベクトルを各超音波ベクトル単
位別に縦で隣接配置して２次元配列超音波データで処理する請求項１に記載のモバイル超
音波診断プローブ装置。
【請求項３】
　超音波プローブから獲得されたアナログ超音波データからデジタル化された超音波デー
タを生成するビームフォーマと、
　デジタル化された超音波データに対して時間利得を補償する時間利得補償部と、
　超音波イメージの明るさ及び明暗を調節する明るさ及び明暗調節部と、をさらに含む請
求項１に記載のモバイル超音波診断プローブ装置。
【請求項４】
　前記超音波プローブから獲得されたアナログ超音波データに対して時間利得を補償する
時間利得補償部と、
　前記時間利得補償された超音波データからデジタル化された超音波データを生成するビ
ームフォーマと、
　超音波イメージの明るさ及び明暗を調節する明るさ及び明暗調節部と、をさらに含む請
求項１に記載のモバイル超音波診断プローブ装置。
【請求項５】
　前記ビームフォーマは、１つの超音波映像フレームのためにＭ個の超音波を使い、各超
音波が対象体から反射してくる時、Ｎ回サンプリングする場合、Ｎサイズの配列をＭ個含
む超音波データを生成する請求項３または４に記載のモバイル超音波診断プローブ装置。
【請求項６】
　前記時間利得補償部は、時間利得補償テーブルによって超音波データを補償する請求項
３または４に記載のモバイル超音波診断プローブ装置。
【請求項７】
　前記明るさ及び明暗調節部は、特定値以下の明るさ値は０に変え、特定値以上の明るさ
値は最大値に変える請求項３または４に記載のモバイル超音波診断プローブ装置。
【請求項８】
　前記明るさ及び明暗調節部は、特定値以下の明暗値は０に変え、特定値以上の明暗値は
最大値に変える請求項３または４に記載のモバイル超音波診断プローブ装置。
【請求項９】
　前記２次元配列処理部は、
　１つの超音波映像フレームのためにＭ個の超音波を使い、各超音波が対象体から反射し
てくる時、Ｎ回サンプリングする場合、Ｎ×Ｍ配列を有する２次元配列データを生成する
請求項１に記載のモバイル超音波診断プローブ装置。
【請求項１０】
　前記無線通信部は、ブルートゥース、無線ＵＳＢ、Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ、ＷｉＦ
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ｉ、ジグビーまたはＩｒＤＡのうち何れか１つの方式を利用した近距離無線通信を含む請
求項１に記載のモバイル超音波診断プローブ装置。
【請求項１１】
　携帯可能であり、対象体から獲得された超音波データをデジタル処理し、デジタル化さ
れた超音波データに対して時間利得を補償、明るさ及び明暗を調節し、各超音波ベクトル
別に隣接配置して２次元配列超音波データで処理して圧縮した後、無線伝送するモバイル
超音波診断プローブ装置と、
　前記モバイル超音波診断プローブ装置から前記２次元配列の超音波データを受信して圧
縮解除した後、復元して診断のための超音波映像データを生成する超音波診断装置と、
　を含むモバイル超音波診断システム。
【請求項１２】
　前記モバイル超音波診断プローブ装置は、直列ストリームの受信超音波ベクトルを各超
音波ベクトル単位別に縦で隣接配置して２次元配列超音波データで処理する請求項１１に
記載のモバイル超音波診断システム。
【請求項１３】
　前記超音波診断装置は、ユーザの入力によって超音波測定深さを決定し、前記時間利得
調節のためのパラメータ、前記明るさ及び明暗調節のためのパラメータを、前記モバイル
超音波診断プローブ装置に伝送する請求項１１に記載のモバイル超音波診断システム。
【請求項１４】
　前記超音波診断装置は、無線通信環境自動測定及び伝送データサイズを決定するための
ダミーデータを前記モバイル超音波診断プローブ装置に伝送し、
　前記モバイル超音波診断プローブ装置は、前記超音波診断装置から前記ダミーデータを
受信した後、データ受信にかかった時間を測定して、現在使用中である無線通信の可用帯
域を計算し、可用帯域によって無線伝送するデータのサイズを決定する請求項１１に記載
のモバイル超音波診断システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モバイル超音波診断プローブ装置、及びそれを利用したモバイル超音波診断
システムに係り、詳細には、対象体から獲得された超音波データを２次元配列データで処
理して圧縮し、無線伝送するモバイル超音波診断プローブ装置、及びそれを利用したモバ
イル超音波診断システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断システムは、無侵襲及び非破壊の特性を有しており、対象体内部の情報を得
るための医療分野で広く利用されている。超音波診断システムは、対象体を直接切開して
観察する外科手術が不要であり、対象体内部組織の高解像度の映像を医師に提供すること
ができるので、医療分野で非常に重要に利用されている。
【０００３】
　一般的に、超音波システムは、超音波プローブ（ｐｒｏｂｅ）、ビームフォーマ（ｂｅ
ａｍ　ｆｏｒｍｅｒ）、データ処理部、スキャン変換部、及びディスプレイ部を含む。超
音波プローブは、超音波信号を対象体に送信し、対象体から反射される超音波信号（すな
わち、超音波エコー信号）を受信して受信信号を形成する。超音波プローブは、超音波信
号と電気信号とを互いに変換するように動作する少なくとも１つの変換素子（ｔｒａｎｓ
ｄｕｃｅｒ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を含む。ビームフォーマは、超音波プローブから提供され
る受信信号をアナログ／デジタル変換した後、デジタル信号を各変換素子の位置及び集束
点を考慮して時間遅延させ、時間遅延されたデジタル信号を合算して超音波データ（すな
わち、ＲＦデータ）を形成する。データ処理部は、超音波映像の形成に必要な多様なデー
タ処理を超音波データに行う。スキャン変換部は、データ処理された超音波データがディ
スプレイ部のディスプレイ領域にディスプレイされるように超音波データにスキャン変換
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を行う。ディスプレイ部は、スキャン変換された超音波データを超音波映像で画面上にデ
ィスプレイする。
【０００４】
　従来、ＴＧＣ（Ｔｉｍｅ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ）処理、多数のＦＩＲ
（Ｆｉｎｉｔｅ　Ｉｍｐｕｌｓｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）フィルタリング処理、多数のデシ
メーション（ｄｅｃｉｍａｔｉｏｎ）処理、Ｉ／Ｑ（ｉｎ－ｐｈａｓｅ／ｑｕａｄｒａｔ
ｕｒｅ－ｐｈａｓｅ）データ形成処理、圧縮処理などのデータ処理とスキャン変換とを超
音波データに順次に行う。これにより、多量の超音波データの処理に長時間がかかるだけ
ではなく、フレームレートが低下するという問題点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、対象体から獲得された超音波データを２次元配列デ
ータで処理して圧縮し、無線伝送するモバイル超音波診断プローブ装置、及びそれを利用
したモバイル超音波診断システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一側面による、超音波映像のフレームを得るための送信信号を形成する送信信
号形成部と、前記送信信号形成部の送信信号を超音波信号に変換して対象体に送信し、対
象体から反射されるアナログ超音波データを獲得する超音波プローブと、前記獲得された
アナログ超音波データに対して時間利得補償、明るさ及び明暗調節された超音波データを
各超音波ベクトル別に隣接配置して２次元配列超音波データで処理する２次元配列処理部
と、前記各超音波ベクトル別に隣接して配された２次元配列超音波データを圧縮する圧縮
部と、圧縮された２次元配列超音波データを超音波診断分析装置に無線伝送する無線通信
部と、を含むモバイル超音波診断プローブ装置が提供される。
【０００７】
　前記２次元配列処理部は、直列ストリームの受信超音波ベクトルを各超音波ベクトル単
位別に縦で隣接配置して２次元配列超音波データで処理することができる。
【０００８】
　前記モバイル超音波診断プローブ装置は、超音波プローブから獲得されたアナログ超音
波データからデジタル化された超音波データを生成するビームフォーマと、デジタル化さ
れた超音波データに対して時間利得を補償する時間利得補償部と、超音波イメージの明る
さ及び明暗を調節する明るさ及び明暗調節部と、をさらに含みうる。
【０００９】
　前記モバイル超音波診断プローブ装置は、前記超音波プローブから獲得されたアナログ
超音波データに対して時間利得を補償する時間利得補償部と、前記時間利得補償された超
音波データからデジタル化された超音波データを生成するビームフォーマと、超音波イメ
ージの明るさ及び明暗を調節する明るさ及び明暗調節部と、をさらに含みうる。
【００１０】
　前記ビームフォーマは、１つの超音波映像フレームのためにＭ個の超音波を使い、各超
音波が対象体から反射してくる時、Ｎ回サンプリングする場合、Ｎサイズの配列をＭ個含
みうる。前記時間利得補償部は、時間利得補償テーブルによって超音波データを補償する
ことができる。
【００１１】
　前記明るさ及び明暗調節部は、特定値以下の明るさ値は０に変え、特定値以上の明るさ
値は最大値に変えることができる。前記明るさ及び明暗調節部は、特定値以下の明暗値は
０に変え、特定値以上の明暗値は最大値に変えることができる。
【００１２】
　前記２次元配列処理部は、１つの超音波映像フレームのためにＭ個の超音波を使い、各
超音波が対象体から反射してくる時、Ｎ回サンプリングする場合、Ｎ×Ｍ配列を有する２
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次元配列データを生成することができる。
【００１３】
　前記無線通信部は、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｈｏｏｔｈ）、無線ＵＳＢ（Ｗｉｒｅ
ｌｅｓｓ　ＵＳＢ）、Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ、ＷｉＦｉ（登録商標）、ジグビー（Ｚ
ｉｇｂｅｅ）（登録商標）またはＩｒＤＡ（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃｉ
ａｔｉｏｎ）のうち何れか１つの方式を利用した近距離無線通信を含みうる。
【００１４】
　本発明の他の側面によれば、携帯可能であり、対象体から獲得された超音波データをデ
ジタル処理し、デジタル化された超音波データに対して時間利得を補償、明るさ及び明暗
を調節し、各超音波ベクトル別に隣接配置して２次元配列超音波データで処理して圧縮し
た後、無線伝送するモバイル超音波診断プローブ装置と、前記モバイル超音波診断プロー
ブ装置から前記２次元配列の超音波データを受信して圧縮解除した後、復元して診断のた
めの超音波映像データを生成する超音波診断装置と、を含むモバイル超音波診断システム
が提供される。
【００１５】
　前記モバイル超音波診断プローブ装置は、直列ストリームの受信超音波ベクトルを各超
音波ベクトル単位別に縦で隣接配置して２次元配列超音波データで処理することができる
。
【００１６】
　前記超音波診断装置は、ユーザの入力によって超音波測定深さを決定し、前記時間利得
調節のためのパラメータ、前記明るさ及び明暗調節のためのパラメータを、前記モバイル
超音波診断プローブ装置に伝送しうる。
【００１７】
　前記超音波診断装置は、無線通信環境自動測定及び伝送データサイズを決定するための
ダミーデータを前記モバイル超音波診断プローブ装置に伝送し、前記モバイル超音波診断
プローブ装置は、前記超音波診断装置から前記ダミーデータを受信した後、データ受信に
かかった時間を測定して、現在使用中である無線通信の可用帯域を計算し、可用帯域によ
って無線伝送するデータのサイズを決定することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、モバイル超音波診断プローブ装置で時間利得補償動作と明るさ及び明
暗調節動作、２次元配列データ処理動作によって映像データを処理するものに比べて、超
音波データの処理容量を減らすことができるために、超音波診断装置で運用されるプログ
ラムを単純化し、メモリとＣＰＵなどの資源使容量を減らしうる。同時に、超音波診断装
置が相対的に低仕様のモバイル機器でも具現を可能にする。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態によるモバイル超音波診断システムを示すブロック図である
。
【図２】本発明の一実施形態による超音波プローブの送信超音波ベクトルを示す図面であ
る。
【図３】本発明の一実施形態によるＭ個の超音波を使い、Ｎ回サンプリングする時の超音
波データを示す図面である。
【図４】本発明の一実施形態による時間利得補償を説明する図面である。
【図５】本発明の一実施形態による明るさ調節を説明する図面である。
【図６】本発明の一実施形態による明暗調節を説明する図面である。
【図７】本発明の一実施形態による２次元配列化を説明する図面である。
【図８】本発明の一実施形態による２次元配列化過程を説明する図面である。
【図９】本発明の一実施形態による２次元配列化過程を説明する図面である。
【図１０】本発明の一実施形態による２次元配列化過程を説明する図面である。
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【図１１】本発明の一実施形態による２次元配列化過程を説明する図面である。
【図１２】本発明の一実施形態による２次元配列化過程を説明する図面である。
【図１３】本発明の一実施形態による２次元配列化過程を説明する図面である。
【図１４】本発明の一実施形態による２次元配列化過程を説明する図面である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施形態を詳しく説明する。次に紹介される実施
形態を当業者に本発明の思想を十分に伝達させるために例として提供されるものである。
したがって、本発明は、以下説明される実施形態に限定されず、他の形態で具体化される
こともできる。そして、図面において、構成要素の幅、長さ、厚さなどは、便宜のために
誇張されて表現される。明細書の全般に亘って同じ参照番号は、同じ構成要素を表わす。
【００２１】
　図１は、本発明の一実施形態によるモバイル超音波診断システムを示すブロック図であ
る。
【００２２】
　図１を参照すれば、本発明の一実施形態による超音波診断システムは、モバイル超音波
診断プローブ装置１００と超音波診断装置２００とを含みうる。
【００２３】
　モバイル超音波診断プローブ装置１００は、送信信号形成部１１０、多数の変換素子を
含む超音波プローブ１２０、ビームフォーマ１３０、時間利得補償部１４０、明るさ及び
明暗調節部１５０、２次元配列処理部１６０、圧縮部１７０、及び無線通信部１８０を含
みうる。
【００２４】
　送信信号形成部１１０は、超音波プローブ１２０の変換素子及び集束点を考慮して、超
音波映像のフレームを得るための多数の送信信号を形成する。フレームは、多数のスキャ
ンラインからなる。また、超音波映像は、対象体から反射される超音波エコー信号の反射
係数を２次元の映像で示すＢ－モード（ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　ｍｏｄｅ）映像、ドップ
ラー効果（ｄｏｐｐｌｅｒ　ｅｆｆｅｃｔ）を用いて動いている対象体の速度をドップラ
ースペクトル（ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｅｃｔｒｕｍ）で示すＤ－モード（ｄｏｐｐｌｅｒ
ｍｏｄｅ）映像、ドップラー効果を用いて動いている対象体と散乱体との速度をカラーで
示すＣ－モード（ｃｏｌｏｒ　ｍｏｄｅ）映像、対象体にストレスを加えない時と加える
時、媒質の機械的な反応差を映像で示すＥ－モード（弾性モード）映像、及び対象体から
反射される超音波エコー信号の反射係数を３次元の映像で示す３Ｄ（３ｄｉｍｅｎｔｉｏ
ｎａｌ）モード映像を含みうる。
【００２５】
　超音波プローブ１２０は、図２に示したように、送信信号形成部１１０から提供される
送信信号を超音波信号に変換して対象体に送信する。超音波プローブ１２０は、対象体か
ら反射される超音波エコー信号を受信して受信信号を形成する。超音波プローブ１２０は
、送信信号形成部１１０から提供される多数の送信信号を用いて、超音波信号の送信及び
受信を繰り返し行って、多数の受信信号を形成する。この際、超音波プローブ１２０によ
って送受信される超音波信号は、ベクトルデータを有することによって、超音波ベクトル
と言う。例えば、超音波プローブ１２０から人体に送信される超音波ベクトルを送信超音
波ベクトルと言い、人体から超音波プローブ１２０にエコーされる超音波ベクトルを受信
超音波ベクトルと言う。
【００２６】
　本実施形態で、超音波プローブ１２０は、コンベックスプローブ（ｃｏｎｖｅｘ　ｐｒ
ｏｂｅ）、線形プローブ（ｌｉｎｅａｒ　ｐｒｏｂｅ）、３Ｄプローブ（３ｄｉｍｅｎｓ
ｉｏｎａｌ　ｐｒｏｂｅ）、トラペゾイダルプローブ（ｔｒａｐｅｚｏｉｄａｌ　ｐｒｏ
ｂｅ）、血管内超音波プローブ（ＩＶＵＳ　ｐｒｏｂｅ）などとして具現可能である。
【００２７】
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　ビームフォーマ１３０は、超音波プローブ１２０から提供される多数の受信信号をアナ
ログ／デジタル変換してデジタル化された超音波データを生成する。同時に、ビームフォ
ーマ１３０は、超音波プローブ１２０の変換素子位置及び集束点を考慮して、デジタル変
換された多数の受信信号を受信集束して、多数のデジタル受信集束ビームを形成する。本
実施形態で、ビームフォーマ１３０は、受信信号の処理速度を向上させるためにＦＰＧＡ
（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）またはＡＳＩＣ（Ａ
ｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）と
して具現可能である。
【００２８】
　デジタル化された超音波データは、図３に示したように、超音波イメージで明るさ値で
表現することができる配列形態で保存されたデータである。配列のサイズは、人体から反
射してくる超音波をサンプリングする個数によって決定される。超音波イメージ１枚当た
り配列の個数は、超音波イメージ１枚を構成する時、使う超音波の個数によって決定され
うる。超音波イメージ１枚当たりＭ個の超音波を使い、各超音波が人体から反射してくる
時、Ｎ回サンプリングする場合、サイズがＮである配列がＭ個生成されうる。
【００２９】
　時間利得補償部１４０は、図４に示したように、デジタル化された超音波データで時間
利得を補償する。
【００３０】
　超音波は、特性上、人体内で吸収されるために、深い所から反射されて遅く到着する超
音波であるほど、エネルギーの損失が大きくて、サイズが減る。同じ人体組織でも深い所
から反射される超音波データのサイズが相対的に小さい。したがって、反射されて到着す
る時間に比例して大きな値で補償しなければならない。サイズがＮである超音波データ配
列を使う場合、同じサイズの時間利得補償テーブルを生成して補償値を設定し、それを超
音波データ配列値に加える。
【００３１】
　明るさ及び明暗調節部１５０は、超音波イメージの明るさ（ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ）と明
暗（ｃｏｎｔｒａｓｔ）とを調節する。明るさ及び明暗調節部１５０が明るさ値を低める
場合、特定値以下の明るさ値は０に変わる。明るさ及び明暗調節部１５０が明るさ値を高
める場合、特定値以上の明るさ値は最大値に変わる。
【００３２】
　したがって、図５を参照すれば、明るさ及び明暗調節部１５０の明るさ値調節動作によ
って明るさ値を低める場合には、ａよりも小さな明るさ値は０に変わり、明るさ値を高め
る場合には、ｂよりも大きな明るさ値は最大値に変わる。
【００３３】
　明るさ及び明暗調節部１５０は、超音波イメージの明暗を調整することができる。明る
さ及び明暗調節部１５０が明暗を調整すれば、超音波イメージで重要性を有する明るさ領
域の明暗を強調し、その他の領域を０または最大値に作ることができる。
【００３４】
　したがって、明るさ及び明暗調節部１５０が明暗を調整すれば、図６に示したように、
明るさ値がａからｂの間の場合、明暗差が大きくなり、明るさ値がａよりも小さな値は０
に変わり、ｂよりも大きな値は最大値に変わる。
【００３５】
　時間利得補償部１４０と明るさ及び明暗調節部１５０との動作によって超音波データが
０または最大値に変わる場合が多く発生する。したがって、同じ値が多く出るほど、以後
、圧縮過程での効率が高くなる。
【００３６】
　このように、時間利得補償部１４０と明るさ及び明暗調節部１５０とによって超音波デ
ータを処理して無線伝送することによって、超音波診断装置２００で運用されるプログラ
ムを単純化し、メモリとＣＰＵなどの資源使容量を減らしうる。超音波診断装置２００は



(8) JP 2015-514537 A 2015.5.21

10

20

30

40

50

、相対的に低仕様のモバイル機器でも具現が可能となる。
【００３７】
　２次元配列処理部１６０は、時間利得補償、明るさ及び明暗調節された超音波データを
２次元配列超音波データで処理する。２次元配列処理部１６０は、人体からエコーされた
受信超音波ベクトルを隣接配置して、図７に示したように、２次元配列２０を構成するこ
とができる。
【００３８】
　２次元配列処理部１６０は、人体からエコーされた受信超音波ベクトルを集めて映像に
作らず、例えば、縦で隣接配置させることができる。２次元配列処理部１６０は、隣接し
て配されたそれぞれの受信超音波ベクトルを圧縮のために圧縮部１７０に提供する。
【００３９】
　人体からエコーされた受信超音波ベクトルが集められて映像を形成せず、２次元配列処
理部１６０によって隣接して配されることによって、映像パターンの連続性を高めると同
時に、映像データに比べて、データのサイズが非常に小さくなる。処理しなければならな
いデータのサイズが小さくなれば、以後に圧縮部１７０で行われる圧縮過程で処理するデ
ータをそれほど減らしうる。
【００４０】
　図８及び図１０は、本発明の一実施形態による２次元配列化過程を説明する図面である
。
【００４１】
　図８を参照すれば、超音波プローブ１２０は、最初の送信超音波ベクトル、二番目の送
信超音波ベクトルを順に人体に送り出す。部材番号１０は、送信超音波ベクトルを表わす
。同時に、超音波プローブ１２０は、人体からエコーされた最初の受信超音波ベクトル、
二番目の受信超音波ベクトルを受信する。部材番号２０は、受信超音波ベクトルを表わす
。２次元配列処理部１６０は、エコーされた最初の受信超音波ベクトル、二番目の受信超
音波ベクトルを縦で隣接配置させる。
【００４２】
　図９を参照すれば、超音波プローブ１２０は、三番目の送信超音波ベクトルを人体に送
り出す。同時に、超音波プローブ１２０は、人体からエコーされた三番目の受信超音波ベ
クトルを受信する。２次元配列処理部１６０は、エコーされた三番目の受信超音波ベクト
ルを二番目の受信超音波ベクトルに縦で隣接配置させる。
【００４３】
　図１０を参照すれば、超音波プローブ１２０は、順次にＭ番目の送信超音波ベクトルを
人体に放射する。同時に、超音波プローブ１２０は、人体からエコーされたＭ番目の受信
超音波ベクトルを受信する。２次元配列処理部１６０は、エコーされたＭ番目の受信超音
波ベクトルをＭ－１番目の受信超音波ベクトルに縦で隣接配置させる。
【００４４】
　本発明の変形例では、ビームフォーマ１３０に２次元配列処理機能が含まれて、最初超
音波データを保存する配列を２次元配列で生成することができる。
【００４５】
　２次元配列を適用する理由は、１次元配列が連続して羅列された形態であるストリーム
形式で超音波データを圧縮する場合、順序上、前・後値のみを用いて圧縮するために、圧
縮率が高くない。例えば、元のサイズに比べて、平均６０％であり得る。しかし、２次元
配列処理部１６０を通じて２次元配列化して映像圧縮技術を利用する場合、周辺値をいず
れも利用することができるので、非損失圧縮である場合にも、原本に比べて、３０％サイ
ズに圧縮が可能である。ＪＰＥＧ方式のような損失圧縮を適用する場合には、差がさらに
大きくなる。
【００４６】
　圧縮部１７０は、超音波診断装置２００に伝送する超音波データを圧縮する。無線通信
環境下の制限された帯域を効率的に使うためには、圧縮が必要である。圧縮部１７０は、
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２次元配列処理部１６０を通じて生成された２次元配列データを圧縮処理する。したがっ
て、圧縮部１７０は、データ圧縮ではない映像圧縮技術を用いて圧縮率を高めることが可
能である。圧縮部１７０は、使用用途及び無線通信方式によって無損失圧縮と損失圧縮と
を使うことができる。
【００４７】
　無線通信部１８０は、圧縮部１７０によって圧縮されたデータを超音波診断装置２００
に無線伝送する。
【００４８】
　無線通信部１８０は、例えば、ブルートゥース、無線ＵＳＢ、Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡ
Ｎ、ＷｉＦｉ、ジグビーまたはＩｒＤＡのうち何れか１つの方式を利用した近距離無線通
信を含みうる。
【００４９】
　超音波診断装置２００は、無線通信機能及びディスプレイ装置を有しており、応用プロ
グラムを動作させることができる多様な機器を含みうる。例えば、ＰＣ、スマートフォン
、タブレット型機器、パッド型機器、ＰＤＡがある。
【００５０】
　超音波診断装置２００は、制御プロセッサ２１０、表示部２２０、ユーザインターフェ
ース部２３０、無線通信部２４０を含んで構成することができる。
【００５１】
　制御プロセッサ２１０は、無線通信部２４０を通じてモバイル超音波診断プローブ装置
１００から超音波データを受信する。制御プロセッサ２１０は、受信された超音波データ
に対してモバイル超音波診断プローブ装置１００で使った圧縮方式と同じ方式で圧縮を解
除して２次元配列データを得る。制御プロセッサ２１０は、圧縮解除された２次元配列デ
ータを用いて表示部２２０の画面に表示することができる超音波イメージを生成する。制
御プロセッサ２１０は、表示部２２０の画面サイズを考慮して超音波イメージのサイズを
決定する。
【００５２】
　制御プロセッサ２１０は、ユーザインターフェース部２３０を通じてユーザの入力を受
け、それを無線通信を用いてモバイル超音波診断プローブ装置１００に伝達することがで
きる。
【００５３】
　制御プロセッサ２１０は、ユーザの入力によって超音波測定深さを決定し、時間利得補
償部１４０で使うパラメータを決定し、明るさ及び明暗調節部１５０の調節程度を決定す
ることができる。
【００５４】
　制御プロセッサ２１０は、無線通信環境自動測定及び伝送データサイズを決定すること
ができる。制御プロセッサ２１０は、一定サイズのダミーデータを超音波無線装置１００
に伝送する。
【００５５】
　これにより、モバイル超音波診断プローブ装置１００の無線通信部１８０は、超音波診
断装置２００からダミーデータを受信した後、データ受信にかかった時間を測定して、現
在使用中である無線通信の可用帯域を計算する。
【００５６】
　モバイル超音波診断プローブ装置１００の無線通信部１８０は、可用帯域によって無線
伝送するデータのサイズを決定する。帯域が小さいほど、伝送するフレームレートが減る
。
【００５７】
　以上、本発明による具体的な実施形態に関して説明したが、本発明の範囲から外れない
限度内で、さまざまな変形が可能であるということはいうまでもない。したがって、本発
明の範囲は、説明された実施形態に限定されて決定されてはならず、後述する特許請求の
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【００５８】
　例えば、本発明の一実施形態では、超音波プローブで送信信号形成部の送信信号を超音
波信号に変換して対象体に送信し、対象体から反射されるアナログ超音波データを獲得し
、その獲得されたアナログ超音波データをビームフォーマによってデジタル化された超音
波データを生成した後で、時間利得補償部によって時間利得を補償していると説明した。
しかし、本発明は、これに制限されず、本発明の他の変形例では、超音波プローブで送信
信号形成部の送信信号を超音波信号に変換して対象体に送信し、対象体から反射されるア
ナログ超音波データを獲得し、その獲得されたアナログ超音波データを時間利得補償部に
よって時間利得を補償し、時間利得補償されたアナログ超音波データからビームフォーマ
によってデジタル化された超音波データを生成することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　本発明は、２次元配列データを利用したモバイル超音波診断プローブ装置、及びそれを
利用したモバイル超音波診断システム関連の技術分野に適用可能である。
【符号の説明】
【００６０】
　１００：モバイル超音波診断プローブ装置
　１１０：送信信号形成部
　１２０：超音波プローブ
　１３０：ビームフォーマ
　１４０：時間利得補償部
　１５０：明るさ及び明暗調節部
　１６０：２次元配列処理部
　１７０：圧縮部
　１８０：無線通信部
　２００：超音波診断装置
　２１０：制御プロセッサ
　２２０：表示部
　２３０：ユーザインターフェース部
　２４０：無線通信部
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